
「アユがのぼる川づくり～芥川に10万匹のアユ
を呼ぼう～」と題し、芥川倶楽部主催・あくあぴあ
芥川共催で、講演会を開催しました。高槻市総合セ
ンターに85名が参加！

「京の川の恵みを活かす会」竹門康弘代表、淀川
河川事務所長谷川稔係長もパネラーに迎え、会場の
「桂川流域ネットワーク」、「石津川に鮎を」の
方々も加わり、川づくりのシンボル「アユ」の遡上
について熱く語りました！

講師の高橋さんは、高知県在住。アユの生活史の
基礎研究（農学博士）をベースに全国各地の河川で
天然アユを増やす活動に取り組んでいます。アユ釣
りも名人級、また自ら潜ってアユの生態写真を撮る
など（年間100日潜水！）アユに最も近いところ
で研究されています。

講演は、高知県奈半利川での天然アユ復活の試み
と「小わざ魚道」の話が中心。奈半利川は、ダムに
よる河床の粗粒化に伴い、アユの産卵に不可欠な浮
石底が無くなったことが天然アユ減少の要因の一つ

とされていました。その対策として、遡上アユの生
息数がピークとなる産卵期に（アユの耳石調査より
12月下旬と判明）産卵場の造成を行い、産卵期の

７月 お父さんのための魚とり講座（27日）
10月 アユ産卵場整備（19日）

11月 アユの卵を探そう（16日）

ミズヒマワリ駆除（30日）

３月 クリーンアップ大作戦（15日）

５月 高槻ジャズストリートinあくあぴあ芥川（3･4日）

ヒメボタル観察会（新川）（18日）

アユの遡上調査（～6月）

６月 あくあぴあふれあいフェスタ（８日）

７月 定例総会（6日）
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「アユを育てる川仕事」の著者、高橋勇夫さん、高槻に来たる！

～～～ 「芥川」は大阪ミュージアムの登録物に認定されています ～～～

芥川倶楽部では、川づくりや各種イベントに一緒に参加してくれる方を募集しています。
イベント等の情報は下記の芥川倶楽部ブログにて、紹介しておりますので、ぜひご覧ください。

ブログ :http://akutariv.blog85.fc2.com/ HP :http://akutagawaclub.web.fc2.com/ 
e-mail : akutagawa0726@yahoo.co.jp 

平成2５年度イベントのお知らせ

「私の中の芥川」
NPO法人芥川倶楽部 山﨑 栄子

芥川には、駅から歩いて行くことが出来ま
す。こんな街中の川にしてはとても綺麗だと
思います。

私は、昭和50年頃から城西町で子育てをし
ましたが、桜 を見に行くことはあっても川
遊びに連れてくる事は無かったと思います。
当時の芥川は、ごみが多くて汚いという印象
で、子どもを川に入れる気にはなれなかった
のです。

でも、最近は水が澄んできれいになり、堤
防の上からでも水鳥だけでなく魚が泳ぐ姿が
はっきり見えますね。時代の流れと、多くの
方の努力を感じます。天気の良い日は、健康
の為にジョギングや歩いている人が増えてい
ます。遠くに感じていた芥川が身近になり、
憩いの場所になっています。若いカップルが
リバーウオークしたくなるような、芥川に車
椅子でお散歩に来たくなるような・・・綺麗
で身近に感じる芥川であって欲しいですね。

３月２３日にはクリーンアップ大作戦を予
定しています。みなさんのご参加をお願いし
ます。
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この他にも、芥川に遡上してきているアユに関
するイベントや、芥川に繁茂する特定外来生物
「ミズヒマワリ」の定期的なパトロールなど様々
なイベントを実施していきます。

また、毎月第三土曜日には「あくあぴあ芥川」

周辺において定例活動も行っています。みなさん
ふるってご参加ください。

詳しい日程等につきましてはブログでご確認く

ださい。

メンバー紹介！

～～～「芥川」はみんなの川です 「芥川」をきれいにしましょう ゴミを捨てないようにしましょう ～～～

平成２５年３月２３日(土)１０時～ （小雨決行）

第８回 芥川クリーンアップ大作戦

平成２４年３月１７日（土）

下の地図の①～④の各地点

●４か所のうち、ご都合のいい所へお越し下さい
●④の解散場所は津之江公園になります
●お車でのご来場はご遠慮下さい。

※みそ汁用コップ・
長靴は各自でご用
意ください。

※作業用手袋･ゴミ袋
は集合場所で配布
します。

※歩きやすい服装で
お越しください

集
合
場
所

芥川に、天然のアユが再び遡上しているのを知っています
か？

今年もたくさんのアユが、芥川を遡上するよう年に1度の
“芥川の大掃除”を実施します。

清掃活動後は、ご飯とみそ汁のまかないつき！
みなさんふるってご参加ください！！

※雨天中止の判断は、当日、午前7時に行います。
情報は「芥川倶楽部ブログ」
http://akutariv.blog85.fc2.com/ に掲載します

２月２３日～人と川・アユとの関係を良くするために～

河床掘削、砂泥洗浄、水路成型、砂利止めなどの対策
を行った

産卵にはア
ユが動かせ
る小石が必
要



（前ページからのつづき）

10月以降を全面禁漁にすると、2006年の5万5
千尾が、2009～2011年には100～150万尾と
驚くほどの生息数となったそうです。

小わざ魚道は、セメントで固めた斜路に自然石
を埋め込んで、休み場となる溜まりを早瀬でつな
ぐ自然渓流に似たつくりです。アユの突進速度は
3m/秒なので短い距離なら流速が早くても大丈夫。
この魚道（右写真）の遡上実績は13,000尾/時。
これなら限られた空間と安価な材料費なので芥川
でもできそうです。

パネルディスカッションでは、2012年のアユ
の遡上数が淀川163万尾、鴨川3万4千尾、芥川1
万1千尾と報告されました。鴨川、芥川では市民
参加で計測。会場からは「水温が10℃を超えるか、
大雨の後に遡上行動が高まる」「高知では2月か
ら遡上するが、淀川は4月からというのは不思議。
これは水温が淀川大堰付近では低く、その下流域
ではやや高いことが影響？」「淀川のポテンシャ

ルからするとまだまだ生息可能。河口域に仔魚が
生育できる浅場が欲しい」などの質問、意見が出
されました。

天然アユの話を通じて、人と川の関係、流域全
体を考えることができ、そして何よりも地域間の
交流ができたことが嬉しいあっという間の3時間
でした。

特定外来生物 ミズヒマワリ駆除作戦
特定外来生物「ミズヒマワリ」は繁殖力がとても強く、日

本に昔からある植物の育つ場所をうばうなど、生態系に大き
な影響を与えます。

芥川倶楽部では、大阪府、高槻市と連携して、2005年か
ら調査・駆除に取組み、今では上流から城西橋までは、ほと
んど見られなくなりました。

しかし、城西橋から下流には、残念ながらたくさん残って
おり、まだまだ駆除が必要なのです。

今回は、津之江公園において、芥川倶楽部、関西大学ボラ
ンティアセンターの大学生、高槻市、大阪府、国土交通省、
広報をみて参加してくれた方、総勢36名でミズヒマワリを駆
除しました。霧雨の降る寒い日でしたが、終わりころには日
がさして暖かくなり、みなさんの満足そうな笑顔が印象的で
した。予定通り津之江公園前の芥川のミズヒマワリを全て駆
除でき、駆除量は120袋でした。

これからも、継続的にミズヒマワリ駆除に取組んでいきま
すので、みなさんのご参加をお待ちしています。

繁殖しているミズヒマワリ

たかつきエコフェスタ２０１３

芥川倶楽部は、新川姫蛍と花を守る会、たかつき環境
市民会議水環境保全グループ、大阪府と隣接したコーナ
ーでの展示を行いました。

内容は、活動紹介パネル及び、アユ遡上調査パネル、
アユ遡上の動画で、水辺だより、あくあぴあリーフレッ
トなどを配布し活動のＰＲを行いました。

水グループは、タナゴ類や芥川の魚類が入った水槽を
展示しました。魚の水槽とアユの遡上動画は人気があり
時間帯によっては人だかりがするほどでした。

20日には「こどもの発表会」があり、あくあぴあ芥川
から2012年のハグロトンボしらべ隊の調査結果につい
て発表がありました。

毎年恒例の「たかつきエコフェスタ」が、生涯学習セン
ターで開催され、「集まれ つながれ 高槻でがんばるエコ
な人」をテーマに、展示会、表彰式・子どもの発表会、屋
外イベント、「私の水辺」大発表会パネル展が行われまし
た。

生涯学習センター １階 展示ホールで行われた展示会で
は、
◎市民団体や事業者、小学校などの環境保全活動の取

組の展示
◎木材やヨシ、牛乳パックなどを利用した工作コーナー
があり、15団体が参加して展示と工作を行いました。

魚の生体展示はやはり大人気でした
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「魚みち」でアユの遡上をカウントするボランティア大募集！！

調査説明会
調査方法等の詳細については、別途説明

会を実施します。
お問い合わせは、茨木土木事務所 地域支

援・企画課（℡：072-627-1121)まで。

調査期間
5月 ～ 7月 9:00～15:00
※調査日は希望日を調整後、決定しだいお

知らせします
調査場所

芥川大橋上流の堰の魚みち
（高槻市芝生町2丁目地先）

調査方法
ボランティア調査員2名で 魚みちを通過す
る魚を目視カウント
毎正時10分間を２回カウントし40分休憩
水温･水深等も計測（温度計等、器具貸出)

応募条件
説明会を含め3日以上参加できる方
ボランティア保険に加入します

（費用：主催者負担）

昨年とれた遡上アユ

2011年3月、芥川大橋上流の堰に魚みちが完成
し、上流まで多くの天然アユが遡上しました！

2012年に芥川倶楽部で行った初めての遡上調
査では、推定で1万匹も遡上していることがわかり
ました。でも、1度の調査では芥川のアユを知るこ

とはできません。継続した調査が必要なのです。
そこで、今年も、どれだけ多くのアユが遡上す

るか、みんなで調査を行います。
多くのみなさんのご参加、お待ちしています！

12月1日

1月19・20日

芥川大橋

芥川大橋上流の魚みち
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川の中なので胴長を着ての
駆除作業です。ボートでの
搬送も威力を発揮しました。


